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研究成果の概要（和文）： 

 

研究成果の概要（和文）：培養後 1 週間で停止する従来のイネ穂培養による子実成長の限界を打

破するために、培養液吸収過程について穂の切断位置と培養環境の

改良を試みた．その結果、穂軸を穂首節よりさらに下位の節間から

切り取り茎断面を増やすこと，低湿度下で従来の半分の培養液を吸

収させて蒸散を促進させた条件下で培養すると、子実成長をさらに 1

週間程度延長できた． 

研究成果の概要（英文）：o break the limitation of grain growth in the rice panicle solution 

culture that grain growth stops within one week, an increase in 

a solution absorption surface area in lower stem positions and 

an enhancement in absorption of lower concentrate cultural 

solution under lower humidity were tried. As the result grain 

growth term was able to extend by one week more.   
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１．研究開始当初の背景 

イネの穂培養法では子実増加は約一週
間でほぼ停止する。これは、コムギでは
穂培養下で長期に渡り子実が成長するの
と大きく異なる。このようなイネの穂培
養システムにおける子実成長の早期停止
は、イネ登熟の代謝、品質,、組織形態研

究の大きな障害となっている。 
 
２．研究の目的 

本研究は、イネの子実成長を長期にわ
たり維持できる穂培養システムを新たに
開発し、イネ子実の成長過程、環境反応
性、遺伝子発現の品種間比較等の解明に
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資する画期的な実験システムを構築する
ことを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 イネ穂培養システムにおける長期培養の
阻害要因を、3つの側面、すなわち、1. 穂
軸の形態的、輸送機能的な制限、2. 培養基
質成分の問題、3. 同化産物の吸収環境にお
ける制限にあると予測し、それぞれの問題
点を解決する方法を実験系に取り入れる。 
 
４．研究成果 
作期を数回にずらして水田栽培したコシヒ

カリを出穂約５日後に下位節間で切除し，ア
ンチホルミンで穂首以下を滅菌し，穂の基部
を培地につけて培養した(第 1図)．培地には
対照区では 60 g l-1の，低濃度区では 30 g l-1

のスクロースと 1/2 MS 培地を用いた．恒温
器内において，培地を培養中カビが発生しな
いように冷蔵庫内で５℃に保ち，穂は気温
30℃，光強度 84μmol・m-2s-1で 24 時間照射
した．実験は２回繰り返した．従来のように
穂軸の第二節間から培地に漬ける区（対照
区），穂軸の維管束断面を大きくするために
従来の穂首節間より下位節間から低濃度の
培養液に漬ける区（太茎区）(第 2図)，また，
穂を長時間高糖濃度の培養液に漬けること
によるストレスを避けるために，穂軸下端を
二つに切って半分に培地半分を蒸留水に漬
けた区（茎割区）(第 3図)と，朝 8 時から 16
時まで培地に漬け 16 時から翌朝８時の間は
暗黒条件で蒸留水に漬ける区（漬替区）を設
けた(第 4・5図)． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第 1 図 穂培養装置．培養液は 5℃に穂は

30℃のインキュベ－タ－に入れて培養
した。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第 2 図 穂の下位節間からの培養液の吸収

のための切断位置(太茎区)． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
第 3 図 穂節間を二つ割にして片方に培養

液片方に蒸留水に漬けた(茎割区)． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第 4図 培養液と蒸留水昼夜付け替え(付け

 

止葉節止葉節

 

 



 

 

替え区)． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 5図 培養液と蒸留水の昼夜付け替えの自
動化装置．ポン部がタイマ－制御により培養
液と水を入れ替える． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 6図 出穂後 5日目のコシヒカリの穂を二
節以下(太茎区)で自動的に 12時間毎に穂
首節下を明期間培養液と暗期蒸留水に自
動的に漬けた(漬変区)，低湿度条件で 3%
の培養液に漬けた時(3%区)時の平均一籾
重の経日および積算気温に伴う変化．屋
外区は水田条件．一回目の値を示す．値
は 4反復の平均値と標準誤差を示す． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 7図 穂培養期間中の水田における平均気
温の推移． 

 
その結果，従来の穂培養法で培養した穂（対

照区）に比べ，下の節間から培養した方（太
茎区）が２週目も平均一籾重は増加した(第 6
図)．ただし，それ以降同時期の圃場におけ
る一籾増加には及ばなかった．また，漬替区
では，子実成長期間をさらに延ばしたものの
培養当初から籾重の増加は低かった．圃場に
おける気温は培養条件の 30℃よりもやや低
いので(第 7 図)、比較のために積算気温によ
って評価した(第 6図)ところ同様の傾向があ
った．以上から，従来の穂首節間よりさらに
下位節間を培養液に漬けて培養することは
子実の乾物増加継続に有効な手段と考えら
れる．しかし，さらに成長持続期間を高く長
く延ばす必要がある．茎を漬け替えて培養す
る方法では，圃場の子実重よりかなり低い値
となったものの子実の成長停止は延長され
たことから，下位の節間から残して茎を長く
した穂で，培養液と蒸留水に漬け替えて培養
をすれば，より圃場に近い子実重増加を長期
間維持できると期待される．これらの成果を
学会において発表した。 
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